
令和４年度 自己評価及び学校関係者評価書 

                     令和５年 ２月２８日 

江別市立東野幌小学校 

１ 本年度の重点目標 

進んで説明できる子の育成 

  

２ 自己評価結果に対する学校関係者評価 

【評点】Ａ：よい  Ｂ：おおむねよい  Ｃ：ややよくない  Ｄ：よくない 

分 

野 
評価項目 

自己評価 学校関係者評価 
達成状況
AB％ 

教職員 

保護者 

児童 

 

改善の方策 

自己評
価の 
適切さ 
ABCD 

改善策
の 

適切さ 
ABCD 

教
育
課
程
・
学
習
指
導 

1)子供の基礎的・基本的な知識や技
能の定着 

■漢字定着率、四則計算の正答率８０％ 
①東野小スタイルの構築 

②効果的な学習支援の推進 
③実効性ある補充学習の推進 

95.0 

86.0 

－ 

Ａ 

①東野小スタイルの定着は進んでいます。 

②個に応じた支援は多様化しており、指導

体制の工夫が今後も必要です。 

③タブレットでの学習が進み、ＡＩドリル

での家庭学習の準備を進めています。 

Ａ Ａ 

2)子供の表現力の向上 
■書く領域の正答率８０％ 
④主体的・対話的で深い学びの実現 
⑤学びのユニバーサルデザイン化 
⑥読書活動の推進 

91.6 

82.7 

－ 

Ａ 

④校内研究に位置づけて取り組みました。 

⑤学びをユニバーサルデザイン化する意識

の向上をめざします。 

⑥図書室利用の制限の見直しをします。 

Ａ Ａ 

生
徒
指
導 

3)子供の自己有用感の育成 
■自己有用感に関する項目の肯定的回

答９０％ 

⑦自己有用感を育む道徳科の構築 
⑧ひびき合い運動の実質化 
⑨自己有用感を育む学校風土づくり 

95.0 

87.0 

86.0 

Ｂ 

⑦子どもに寄り添い、認め合う学校を重点

課題として取組を強化します。 

⑧ひびきあい運動の周知徹底を図ります。 

⑨子どものよさを認め、伸ばす教育の充実

を図ります。 

Ａ Ａ 

4)子供の規範意識の育成 
■規範意識に関する項目の肯定的回答

９０％ 

⑩規範意識を育む授業の推進 
⑪規範意識を高める取組の推進 

92.5 

82.5 

89.0 

Ｂ 

⑩授業の中で学習規律を大切にし、規範意

識を高めます。 

⑪生活力向上調査分析を担当する係を新設

し、規範意識を高めます。 

Ａ Ａ 

健
康
安
全
指
導 

5)子供の体力の向上 
■新体力テスト結果で全国平均以上 
⑫意図的・計画的な体力づくりの推    
 進 
⑬ＰＤＣＡによる指導の効率化 

92.5 

－ 

－ 

Ａ 

⑫外遊びの奨励や体育の授業での体力向上

を意識した取組を充実します。 

⑬体力調査分析を担当する係を新設し、指

導の効率化を図ります。 

Ａ Ａ 

6)子供の基本的生活習慣の定着 
■生活リズムに関する項目の肯定的回

答９０％ 

⑭生活リズムの定着を図る取組の推進 
⑮心と体の関心を高める指導の推進 

100 

－ 

－ 

Ａ 

⑭ゲームをする時間が長い傾向があるの

で、家庭と連携しながら改善します。 

⑮「心とからだ、命の教育」と変更し、命を

守る教育を大切にします。 

Ａ Ａ 

7)子供の安全意識の向上 
■安全に関する項目の肯定的回答 

９０％ 
⑯自分の命を守る安全指導の推進 
⑰安全・安心な環境整備の推進 

100 

87.0 

96.0 

Ａ 

⑯冬の登下校で危険な行動がみられまし

た。子どもへの指導だけではなく、家庭・

地域との連携を強化します。 

⑰校内外の安全点検を継続します。 

 

Ａ Ａ 



 

経
営
方
針
の
重
点 

8)学校改善の推進             
■肯定的回答８０％ 
⑱実効性ある学校評価サイクルの
確立 

⑲短期評価サイクルの確立 

98.5 

87.0 

－ 

Ａ 

⑱中間評価・年度末評価の他に、行事ごと  

 に反省を行っています。 

⑲上記を同じです。 Ａ Ａ 

9)授業改善の推進             
■肯定的回答８０％ 

㉑研修活動の推進 
㉒校外研修に関わる業務の推進 

96.5 

― 

― 

Ａ 

㉑授業改善をテーマとした研究主題を掲げ  

 て実践してきました。 

㉒リモートでの研修が中心となり、参加し

やすくなっています。 

Ａ Ａ 

10)教職員の資質能力向上       
■肯定的回答８０％ 
㉓実践的指導力・公務員意識の向上 
㉔学校運営組織への主体的な参画 

 

100 

79.0 

－ 

Ｂ 

㉓ICT 活用能力が求められています。研修を

通して資質・能力の向上を図ります。 

㉔組織としての意識を育み、共有・協働しな

がら学校運営をしていきます。 

Ａ Ａ 

11)保護者、地域、関係機関との連携強化 
■肯定的回答８０％ 
㉕保護者、地域との交流推進 
㉖きめ細かな情報提供の実施 
㉗幼保小中連携の推進 

97.3 

66.5 

－ 

Ｂ 

㉕コロナ禍での交流推進を積極的に検討し

ていきます。 

㉖学校だより、HP、マチコミ等を利用して情

報提供を心がけます。 

㉗来年度から本格実施の小中一貫教育の充

実を目指します。 Ａ Ａ 
12)働き方改革の推進 
㉘勤務時間削減に向けての取り組む（協働体
制、定時退勤日等） 

100 

－ 

－ 

Ａ 

㉘定期的に協議しながら働き方改革を進め

ています。先生が、笑顔で子ども達に接す

ることが今後もできるようにしていきま

す。 

【評価項目の設定、達成状況及び改善の方策に関する学校関係者評価委員の意見】 

 

○コロナ禍で、学校が苦労しながらも工夫して取り組んでいることに感謝しています。 

○保護者が学校の取組を確認できるように、情報発信の工夫をするともっと適切な評価ができる

ようになると思います。 

○地域も学校の力になりたいので、声をかけて下さい。東野幌小学校の子どもを、学校・家庭・

地域の力で育てていきましょう。 

 

 


